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１ ． 中 間 評 価 の 実 施 内 容  

 

（ １ ） 中 間 評 価 の 目 的  

 国 民 健 康 保 険 法 に 基 づ く 保 健 事 業 の 実 施 等 に 関 す る 指 針（ 平 成 １ ６ 年 厚

生 労 働 省 告 示 第 ３ ０ ７ 号 ）の 一 部 が 改 正 さ れ 、保 険 者 は 、健 康 ・ 医 療 情 報

を 活 用 し た Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に 沿 っ た 保 健 事 業 の 実 施 計 画（ デ ー タ ヘ ル ス

計 画 ） を 策 定 し た 上 で 、 保 健 事 業 の 実 施 及 び 評 価 を 行 う も の と さ れ た 。  

 こ の た め 、新 庄 村 で は 、平 成 ３ ０ 年 度 に 第 ２ 期 デ ー タ ヘ ル ス 計 画 を ６ 年

間（ 平 成 ３ ０ 年 度 ～ 令 和 ５ 年 度 ）の 計 画 と し て 策 定 し た 。計 画 の 大 き な 目

的 と し て は 新 庄 村 国 民 健 康 保 険 （ 以 下 、「 新 庄 村 国 保 」 と い う ） が 保 有 し

て い る 健 診 デ ー タ や レ セ プ ト デ ー タ を 分 析 し 、そ の 特 性 に 合 わ せ た 保 健 事

業 を 実 施 す る こ と に よ り 、循 環 器 系 の 疾 病 の 予 防 と 医 療 費 の 適 正 化 等 を 図

る と し た 。  

本 計 画 か ら ３ 年 が 経 過 し 、計 画 期 間 の 中 間 年 を 迎 え た た め 、こ れ ま で の

取 組 や 達 成 状 況 を 分 析 ・ 評 価 す る こ と を 目 的 に 中 間 評 価 を 実 施 し た 。  

 

（ ２ ） 中 間 評 価 の 実 施 方 法  

① Ｋ Ｄ Ｂ シ ス テ ム を 用 い た レ セ プ ト 情 報 の 分 析 を 行 っ た 他 、 各 種 統 計 に よ る

本 村 の 健 康 に 関 す る 実 態 調 査 等 の デ ー タ 分 析 を 行 っ た 。  

② 庁 内 関 係 者 の 他 、岡 山 県 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 、真 庭 保 健 所 、及 び 有

識 者 の 方 々 の ご 支 援 を い た だ き 、評 価 の 方 法 か ら 分 析 結 果 、今 後 の 方 向 性

等 の 検 討 を 行 っ た 。な お 、高 齢 化 率 の 高 い 本 村 で は 、表 出 さ れ た 数 値 に 対

し て 高 齢 者 の 特 性 を 考 慮 し て 評 価 を 行 っ た 。  

③ 本 計 画 で 設 定 し た 評 価 指 標 に つ い て 、目 標 値 と 照 ら し 合 わ せ て ４ 段 階 で

評 価 を 行 っ た 。  

 

 

評 価 区 分  達 成 度  評 価 内 容  

A  目 標 をさらに上 回 った 目 標 値 に到 達 している 

B  ほぼ改 善  
目 標 値 には到 達 しないが、基 準 年 より改 善 し

ている 

C  目 標 を下 回 った 
基 準 年 と変 わらない又 は低 下 している 

D  評 価 できない 
未 実 施 等 により数 値 が出 ておらず評 価 できな

い 
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２ ． 新 庄 村 の 現 状  

 

（ １ ） 基 本 情 報  

① 人 口 と 国 保 被 保 険 者 数 （ 図 表 1,2, 3）  

本 村 は 、令 和 ２ 年 ３ 月 末 現 在 で 、総 人 口 ８ ６ ６ 人 （ 男 性 ４ ０ ０ 人 、女 性

４ ６ ６ 人 ）で あ る 。高 齢 化 率 は ４ １ ．８ ％ で あ り 、県 内 の 市 町 村 で は 第 ２

位 で あ る 。国 保 加 入 者 は ２ ２ ２ 人 で 、６ ５ 歳 以 上 の 被 保 険 者 は 全 体 の ４ ８ ．

２ ％ で あ る 。  

 

 

（図 表 １）人 口 構 成 概 要  

                                       【令 和 ２年 ３月 末 】  

  

総 人 口  国 保 被 保 険 者  

人 口  
高 齢 化 率            

（ 6 5 歳 以 上 ）  
人 数  加 入 率  65 歳 以 上  

新 庄 村  866 人  41 . 8 %  2 2 2 人  25 . 6 %  4 8 . 2％ 

岡 山 県  1 , 88 6 , 9 0 6 人  28 . 7 %  41 1 , 4 9 0 人  21 . 8 %  45 . 9％  

国  125 , 6 4 0 , 9 8 7 人  26 . 6 %  29 , 8 93 , 4 91 人  23 . 8 %  40 . 6％  

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 

 

 

（図 表 ２）新 庄 村 の人 口 推 移  

 
出 典 ：2015～2018 年 の 3 月 31 日 時 点 （住 民 基 本 台 帳 情 報 ）  

    2 02 0～45 年 は国 立 社 会 保 障 ・人 口 問 題 研 究 所 (2018 年 3 月 推 計 )   
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（図 表 ３）性 別 ・年 齢 階 層 別  国 保 被 保 険 者 数 構 成 割 合  

                                        【令 和 ２年 ３月 末 】  

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 

 

② 平 均 寿 命 と 平 均 自 立 期 間 （ 図 表 4）  

 男 女 の 平 均 寿 命 と 平 均 自 立 期 間 を 見 る と 、各 年 度 と も 平 均 寿 命・平 均 自

立 期 間 共 に 約 ６ 歳 女 性 の 方 が 男 性 よ り 高 く な っ て い る 。  

※ 平 均 自 立 期 間 と は 、健 康 上 の 問 題 で 日 常 生 活 が 制 限 さ れ る こ と な く 生 活

で き る 期 間 の こ と （ 介 護 認 定 の 要 介 護 度 に お け る 「 要 介 護 １ ま で 」）  

 

（図 表 ４）年 度 別 平 均 寿 命 ・平 均 自 立 期 間 （２次 医 療 圏 ）対 比 表  

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB システム）  
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③ 主 要 死 因 別 標 準 化 死 亡 比 （ SMR）（ 図 表 5,6）  

男 女 と も 県 と 比 較 す る と ほ ぼ 同 じ で あ り 、心 疾 患（ 高 血 圧 性 を 除 く ）の

急 性 心 筋 梗 塞 が 多 い 。  

※ 標 準 化 死 亡 比 と は 、 全 国 を 基 準 (＝ 10 0 )と し た 場 合 に 、 そ の 地 域 で の 年

齢 を 調 整 し た 上 で の 死 亡 率 （ 死 亡 し や す さ ） が ど の 程 度 か を 表 す も の  

 

（図 表 ５）主 要 死 因 別 標 準 化 死 亡 比 【男 性 】  

 

出 典 ：平 成 25 年 ～平 成 29 年 人 口 動 態 保 健 所 ・市 区 町 村 別 統 計  第 ５表  

（図 表 ６）主 要 死 因 別 標 準 化 死 亡 比 【女 性 】  

 
出 典 ：平 成 25 年 ～平 成 29 年 人 口 動 態 保 健 所 ・市 区 町 村 別 統 計  第 ５表   
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（ ２ ） 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 の 医 療 費 の 状 況  

 

① 年 間 医 療 費 総 額 と １ 人 当 た り 医 療 費 の 推 移 （ 図 表 ７ ）  

 被 保 険 者 数 の 減 少 に 伴 い 医 療 費 の 総 額 は 減 少 傾 向 に あ る が 、１ 人 当 た り

医 療 費 は 増 加 し て い る 。  

 

（図 表 ７）総 医 療 費 と１人 当 たり医 療 費 の推 移  

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 

 

② 性 別 ・ 年 齢 階 層 別 医 療 費 （ 図 表 8）  

 男 女 と も に ５ ０ 歳 以 上 か ら 総 医 療 費・１ 人 当 た り 医 療 費 が 増 加 し て い る 。

ま た 、 殆 ど の 世 代 に お い て 女 性 よ り 男 性 の 医 療 費 が 高 い 傾 向 に あ る 。  

 

（ 図 表 ８ ） 性 別 ・ 年 齢 階 層 別 医 療 費           

【 令 和 元 年 度 】 

 
出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 
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③ 医 療 費 が 高 く な っ て い る 疾 病 （ 図 表 9,10,1 1）  

 入 院 医 療 費 の 内 訳 を 見 る と 、大 分 類 で は 新 生 物 ・筋 骨 格 ・尿 路 性 器 の 割

合 が 高 く な っ て お り 、中 分 類 で は 悪 性 リ ン パ 腫 ・ 関 節 症・そ の 他 の 悪 性 新

生 物 の 割 合 が 高 く な っ て い る 。ま た 、外 来 医 療 費 の 内 訳 を 見 る と 、大 分 類

で は 内 分 泌・新 生 物・循 環 器 の 割 合 が 高 く な っ て お り 、中 分 類 で は 糖 尿 病・

腎 不 全 ・ そ の 他 の 悪 性 新 生 物 ・ 高 血 圧 性 疾 患 の 割 合 が 高 く な っ て い る 。  

 

（ 図 表 ９ ） 大 ・ 中 分 類  医 療 費 分 析 （ 入 院 ）  

            【 令 和 元 年 度 】 

 

 

大 分 類 （％）  中 分 類 （％）  

新 生 物  37 . 0   

悪 性 リンパ腫  21 . 9  

その他 の悪 性 新 生 物 〈腫 瘍 〉  12 . 6  

胃 の悪 性 新 生 物 〈腫 瘍 〉  1 . 7  

筋 骨 格  13 . 0   関 節 症  13  

尿 路 性 器  10 . 9   

腎 不 全  9  

尿 路 結 石 症  1 . 7  

その他 の腎 尿 路 系 の疾 患  0 . 2  

損 傷 中 毒  9 . 9   
骨 折  9 . 5  

その他 損 傷 及 びその他 外 因 の影 響  0 . 5  

※入 院 の医 療 費 全 体 を 100％として計 算  

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム  
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（図 表 １０）大 ・中 分 類  医 療 費 分 析 （外 来 ）  

               【令 和 元 年 度 】  

 

 

大 分 類 （％）  中 分 類 （％）  

内 分 泌  16 . 2  

糖 尿 病  11 . 6  

脂 質 異 常 症  3 . 9  

甲 状 腺 障 害  0 . 5  

新 生 物  13 . 7  

その他 の悪 性 新 生 物 〈腫 瘍 〉  8 . 3  

胃 の悪 性 新 生 物 〈腫 瘍 〉  4 . 4  

気 管 、気 管 支 及 び肺 の悪 性 新 生 物

〈腫 瘍 〉  
0 . 3  

循 環 器  12 . 2  

高 血 圧 性 疾 患  7 . 1  

その他 の心 疾 患  3 . 4  

その他 の循 環 器 系 の疾 患  1 . 1  

尿 路 性 器  11 . 3  

腎 不 全  8 . 8  

前 立 腺 肥 大 （症 ）  1 . 3  

その他 の尿 路 系 の疾 患  0 . 7  

※外 来 の医 療 費 全 体 を 100％として計 算  

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム   
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入 院 と 外 来 を 合 わ せ た 医 療 費 は 、平 成 29 年 度 ～ 令 和 元 年 度 ま で 、「 慢 性

腎 臓 病 （ 透 析 あ り ）」 の 占 め る 割 合 が 最 も 高 く な っ て い る 。 新 庄 村 で は 患

者 が 一 人 で も 増 減 す る と 医 療 費 の 順 位 へ の 影 響 が 大 き く 変 動 が 激 し い と

こ ろ も あ る が 、 そ の 中 で も 「 慢 性 腎 臓 病 （ 透 析 あ り ）」「 糖 尿 病 」「 高 血 圧

症 」 な ど の 生 活 習 慣 病 は 常 に 上 位 に 入 っ て い る 。  

 

（図 表 １１）入 院 ＋外 来 医 療 費 分 析 （％）  

  平 成 29 年 度  平 成 30 年 度  令 和 元 年 度  

1 位  
慢 性 腎 不 全  

（透 析 あり）  
10 . 2  

慢 性 腎 臓 病  

（透 析 あり）  
10 . 3  

慢 性 腎 臓 病  

（透 析 あり）  
8 . 4  

2 位  糖 尿 病  8 . 8  統 合 失 調 症  6  関 節 疾 患  7 . 9  

3 位  Ｃ型 肝 炎  6 . 4  Ｃ型 肝 炎  6  前 立 腺 がん 6 . 7  

4 位  統 合 失 調 症  5 . 5  糖 尿 病  5 . 5  糖 尿 病  6  

5 位  高 血 圧 症  4 . 7  高 血 圧 症  3 . 9  骨 折  5 . 3  

6 位  うつ病  3 . 7  骨 折  3 . 7  統 合 失 調 症  4 . 6  

7 位  脂 質 異 常 症  3 . 6  心 筋 梗 塞  3 . 5  高 血 圧 症  3 . 8  

8 位  骨 折  3 . 5  脂 質 異 常 症  2 . 4  胃 がん 3 . 1  

9 位  胃 がん 2 . 7  不 整 脈  1 . 9  食 道 がん 2 . 6  

1 0 位  間 質 性 肺 炎  1 . 6  膵 臓 がん 1 . 8  脂 質 異 常 症  2 . 1  

※全 体 の医 療 費 （入 院 ＋外 来 ）を 100％として計 算  

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 

 

 

 

④ 生 活 習 慣 病 等 の 経 年 の 状 況 （ 図 表 12,13）  

 平 成 29 年 度 を 基 準 と し て 被 保 険 者 や 年 齢 構 成 の 変 化 に よ る 影 響 を 補 正

（ 年 齢 調 整 ）し て 生 活 習 慣 病 に 着 目 し て 医 療 費 及 び レ セ プ ト 件 数 の 変 化 を

み る と 、入 院 医 療 費 は 男 女 と も に が ん や 筋 骨 格 系 が 高 く 、男 性 で は 慢 性 腎

不 全 も 高 い 。ま た 、外 来 医 療 費 は 経 年 的 に 減 少 し て お り 、令 和 元 年 度 は 男

女 と も に 糖 尿 病 、 高 血 圧 症 、 脂 質 異 常 症 が 前 年 を 下 回 っ て い る 。  
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（図 表 １２）標 準 化 医 療 費 （経 年 レセプト件 数 ）（男 性 ）  

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 

 

（図 表 １３）標 準 化 医 療 費 （経 年 レセプト件 数 ）（女 性 ）  

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 
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（ ３ ） 特 定 健 康 診 査 受 診 状 況 及 び 特 定 保 健 指 導 利 用 状 況  

 

① 特 定 健 康 診 査 受 診 率 （ 図 表 14）  

本 村 で は 、 毎 年 ６ 月 に 、 村 内 ふ れ あ い セ ン タ ー を 会 場 に 、「 健 康 ま つ

り 」 と い う 名 称 で 集 団 健 診 を 行 っ て い る 。 受 診 率 は 、 平 成 29 年 度 時 点

で は 62.5%と 県 や 国 と 比 較 し て 大 幅 に 高 い 数 値 と な っ て い た が 、 以 降 は

年 々 低 下 し て い る 。  

 

（図 表 １４）特 定 健 康 診 査 受 診 率  

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 
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② 性 別 ・ 年 齢 階 層 別 特 定 健 診 受 診 率 （ 図 表 15,16）  

 性 別・年 齢 階 層 別 に 受 診 状 況 を 見 る と 、年 齢 が 高 く な る に つ れ て 受 診 率

も 高 く な る 傾 向 が あ る 。 最 も 低 い の は 、 男 性 で は 45～ 49 歳 、 女 性 で は 40

～ 44 歳 と 45～ 49 歳 で い ず れ も 0％ で あ っ た 。 男 女 と も に 若 年 層 の 受 診 率

が 低 く 、特 定 健 診 へ の 意 識 付 け も 含 め た 未 受 診 者 対 策 が 課 題 と な っ て い る 。 

 

（図 表 １５）性 別 ・年 齢 階 層 別 特 定 健 診 対 象 者 数 と受 診 者 数  

                                          【令 和 元 年 度 】  

男 性 （歳 ）  40～44  45～49  50～54  55～59  60～64  65～69  70～74  

対 象 者 数

（人 ）  
3  2  3  1 0  17  17  30  

受 診 者 数

（人 ）  
1  0  1  6  8  1 0  9  

受 診 率

（％）  
33 . 3  0  33 . 3  6 0 . 0   4 7 . 1  5 8 . 8  3 0 . 0   

        
女 性 （歳 ）  40～44  45～49  50～54  55～59  60～64  65～69  70～74  

対 象 者 数

（人 ）  
1  4  3  6  1 4  26  27  

受 診 者 数

（人 ）  
0  0  1  3  3  1 5  10  

受 診 率

（％）  
0  0  33 . 3  5 0 . 0   2 1 . 4  5 7 . 7  3 7 . 0   

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 

 

（図 表 １６）性 別 ・年 齢 階 層 別 特 定 健 診 受 診 率  

                                          【令 和 元 年 度 】  

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 
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③ 特 定 保 健 指 導 利 用 率 （ 図 表 17）  

 特 定 保 健 指 導 の 利 用 率 は 平 成 29 年 度 ・ 30 年 度 は 県 や 国 と 比 較 し て 大 幅

に 高 い 数 値 で あ る が 、令 和 元 年 度 は 県 と ほ ぼ 変 わ ら な い 数 値 と な っ て い る 。 

 

（図 表 １７）特 定 保 健 指 導 利 用 率 の推 移  

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 

 

④ メ タ ボ 該 当 者 及 び 予 備 群 （ 図 表 18,19）  

 男 性 で は 県 や 国 と 比 べ て メ タ ボ 該 当 者 の 割 合 が 高 く 、逆 に 予 備 群 で は 割

合 は 低 い 。女 性 で は メ タ ボ 該 当 者 と 予 備 群 の ど ち ら も 割 合 が 高 く な っ て い

る 。  

 

（図 表 １８）メタボ該 当 者 及 び予 備 群 経 年 的 対 比 表 （男 性 ） 

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム 

 

（図 表 １９）メタボ該 当 者 及 び予 備 群 経 年 的 対 比 表 （女 性 ） 

 

出 典 ：国 保 データベース（KDB）システム   
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⑤ 特 定 健 診 の 結 果 か ら 見 る 健 康 状 態 （ 図 表 20,21）  

・ 腹 囲 の 基 準 値 を 超 え て い る 人 の 割 合 は 、 男 女 と も に 全 国 と 比 べ て 多 く 、 女

性 は B M I の 基 準 値 を 超 え て い る 人 の 割 合 が 多 い 。  

・ LDL 高 値 の 人 の 割 合 は 、 男 女 と も に 全 国 と 比 べ て 多 く 、 男 性 は 中 性 脂 肪

高 値 、 HDL 低 値 の 人 の 割 合 が 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・ HbA1c5. 6 以 上 の 人 の 割 合 は 、 男 女 と も に 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・ 女 性 は 、 収 縮 期 血 圧 高 値 の 人 の 割 合 が 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・ 男 性 の 半 数 以 上 が 、 メ タ ボ 該 当 者 ま た は 予 備 群 で あ る 。  

・ 男 性 で は 脂 質 異 常 症 の 服 薬 を し て い る 人 が 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・ 女 性 で は 高 血 圧 と 糖 尿 病 の 服 薬 を し て い る 人 が 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

 

（図 表 ２０）特 定 健 診 の結 果 から見 る健 康 状 態 （標 準 化 比 ・国 ＝100）  

【令 和 元 年 度 】  

項 目  男 性  女 性  

BMI≧25  93 . 3  1 5 7 . 4  

腹 囲 ≧85/90  12 6 . 1  * 1 96 . 3  

中 性 脂 肪 ≧150  10 7 . 8  5 6 . 2  

HDL＜40  11 1 . 9  0  

LDL≧120  14 1  10 4 . 9  

血 糖 ≧100  73 . 6  3 1 . 8  

HbA1c≧5 . 6  *1 57 . 0  1 4 6 . 2  

収 縮 期 血 圧 ≧130  93  11 1 . 2  

拡 張 期 血 圧 ≧85  64 . 4  9 9 . 4  

※１*は要 注 意 の数 値  ※２黄 は国 （100）より上  

出 典 ：岡 山 県 の成 人 保 健  

 

（図 表 ２１）メタボ該 当 者 および予 備 群  

                                     【令 和 元 年 度 】  

項 目  男 性  女 性  

メタボ該 当 者  46%  16 %  

メタボ予 備 群  11%  22 %  

※黄 は国 （100）より上  

出 典 ：岡 山 県 の成 人 保 健  
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⑥ 特 定 健 診 質 問 票 の 回 答 状 況 （ 図 表 22）  

・ 男 性 の 喫 煙 者 の 割 合 は 、 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・ 20 歳 か ら 10kg 増 加 し た 人 の 割 合 は 、 男 女 と も に 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・ 歩 行 速 度 が 遅 い 人 の 割 合 は 、 男 女 と も に 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・ 毎 日 間 食 を と る 人 の 割 合 は 、 男 女 と も に 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・男 性 は 、週 ３ 回 以 上 朝 食 を 欠 食 す る 人 、女 性 は 毎 日 飲 酒 を す る 人 の 割 合

が 、 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・ 睡 眠 不 足 の 人 の 割 合 は 、 男 女 と も に 全 国 と 比 べ て 多 い 。  

・生 活 習 慣 の 改 善 意 欲 の な い 人 の 割 合 は 全 国 と 比 べ て 多 く 、男 性 は 保 健 指

導 を 利 用 し な い 人 の 割 合 が 多 い 。  

 

（図 表 22）質 問 票 の状 況  

                                           【令 和 元 年 度 】  

質 問 項 目  男 性  女 性  

喫 煙 あり 164 . 2  5 9 . 2  

2 0 歳 時 体 重 から 10kg 増  10 2 . 6  1 3 9 . 8  

運 動 習 慣 なし 87 . 0   9 3 . 9  

歩 行 速 度 遅 い 105  14 0 . 5  

早 食 い 81 . 1  77 . 6  

毎 日 間 食  147 . 7  14 6 . 7  

朝 食 欠 食  143 . 5  0  

毎 日 飲 酒  98 . 1  14 4 . 1  

睡 眠 不 足  121 . 7  11 6 . 3  

改 善 意 欲 なし 143 . 0   1 2 3 . 6  

保 健 指 導 利 用 しない 106 . 0   8 5 . 9  

咀 嚼 かみにくい 81 . 2  8 4  

※黄 は国 （100）より上  

出 典 ：岡 山 県 の成 人 保 健  
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（ ４ ） 保 健 事 業 の 実 施 状 況  

 

① み そ 汁 塩 分 濃 度 測 定 （ 図 表 23）  

毎 年 、栄 養 改 善 協 議 会 の 事 業 の 一 環 と し て 、全 世 帯 を 対 象 に み そ 汁 塩 分

濃 度 測 定 を 実 施 し て い る 。 経 年 的 に 見 る と 「 非 常 に 辛 い 」「 辛 い 」 の 割 合

が 減 少 し て い た が 、平 成 30 年 か ら 徐 々 に「 辛 い 」「 少 し 辛 い 」が 増 加 傾 向

に あ る 。  

 

（図 表 23）全 世 帯 対 象 みそ汁 塩 分 濃 度 測 定 結 果  

 

 

② ス マ ー ト ト レ ー ニ ン グ 教 室 （ 図 表 24）  

 新 庄 村 で は 平 成 26 年 度 か ら 「 ス マ ト レ 教 室 」 の 愛 称 で 介 護 予 防 教 室 を

立 ち 上 げ 、健 康 運 動 指 導 士 の 指 導 の も と 運 動 を 中 心 と し た 健 康 づ く り を 行

っ て い る 。基 本 的 に 週 に １ 回 開 催 し 、午 前 中（ 主 に 後 期 高 齢 者 ）・午 後（ 主

に 高 齢 者 ）・ 夜 （ 主 に 成 人 ） と 対 象 者 を 分 け 、 指 導 内 容 も 対 象 者 層 に 合 わ

せ た も の と な っ て い る 。  

 ３ ヶ 月 に １ 回 体 力 テ ス ト を 行 い 、体 力 年 齢 等 の 評 価 を 行 っ て い る が 、平

成 29 年 ～ 令 和 元 年 に つ い て は い ず れ の 年 も 平 均 体 力 年 齢 の 若 返 り が み ら

れ た 。な お 、参 加 者 数 に 対 す る 国 保 加 入 者 の 割 合 は 年 々 低 下 し て き て い る 。 

 

（図 表 24）スマートトレーニング教 室 実 施 状 況  

  H29  H30  R1  

全 体 の参 加 者 数 （人 ）  45  51  44  

うち新 規 参 加 者 数 （人 ）  6  8  6  

うち国 保 加 入 者 数 （人 ）  14  14  10  

国 保 加 入 者 数 割 合 （％）  31 . 1   2 7 . 5   2 2 . 7   

体 力 年 齢 若 返 り（歳 ）  7 . 3  6 . 3  5 . 9  
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３ ． 中 間 評 価 結 果  

 

（ １ ） 全 体 評 価  

デ ー タ ヘ ル ス 計 画 に 掲 げ る 評 価 指 標 に 対 す る 中 間 評 価 は 以 下 の 通 り 。  

 

【保 健 事 業 の状 況 と評 価 】  

項

目  
事 業 名  事 業 概 要  

アウトプット・アウトカム指 標  

項 目  
基 準 年

( H 2 9 )  

現 状

( R 1 )  

最 終 目

標 ( R 5 )  

判

定  

生

活

習

慣

病

対

策 

特 定 健

康 診 査 ・

特 定 保

健 指 導  

特 定 健 康 診 査  受 診 率  6 2 . 5 %  4 1 . 1 %  4 5 %  C  

特 定 保 健 指 導  利 用 率  3 5 . 0 %  2 5 . 0 %  3 5 %  C  

啓 発 活 動  

愛 育 委 員 ・栄 養

委 員 への情 報

提 供   

回 数 ／人 数   

2 回  

/ 3 0 人  

1 回

/ 1 5 人  

2 回  

/ 4 6 人  
C  

パンフレットの全

戸 配 布 の実 施

回 数  

1 回  0 回  1 回  C  

「生 活 習 慣 改 善

意 欲 なし」の割

合 (標 準 化 比 (国

＝1 0 0 ) )  

1 2 7 . 4  1 3 3 . 3  
1 0 0 以

下  
C  

「保 健 指 導 利 用

希 望 なし」の割

合 （標 準 化 比

（国 ＝1 0 0 ） ）  

1 0 3 . 7  9 6  
1 0 0 以

下  
A  

生 活 習

慣 改 善

の取 組  

みそ汁 塩 分 濃 度

測 定  

「非 常 に辛 い」

「辛 い」「少 し辛

い」の割 合  

5 . 7 %  1 9 . 8 %  5 %  C  

減 塩 料 理 教 室  参 加 人 数  3 5 人  0 人  3 5 人  C  

スマートトレーニ

ング教 室  
新 規 参 加 者 数  6 人  6 人  6 人  B  

重 症 化

予 防 の

取 組  

診 療 所 と連 携 し

て糖 尿 病 等 の重

症 化 リスクの高

い方 に対 して介

入 を行 い受 診 に

つなげる 

介 入 により受 診

につながった人

数  

1 人  0 人  
2 人 以

上  
C  

会 議 の回 数  1 回  0 回  
1 回 以

上  
C  

【評 価 尺 度 】A：目 標 をさらに上 回 った  B：ほぼ改 善   

C：目 標 を下 回 った      D ：評 価 できない 
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（ ２ ） 事 業 別 の 課 題 及 び 今 後 の 取 組  

本 村 の 状 況 を ふ ま え 、特 定 健 診 の 受 診 率 向 上 、循 環 器 系 の 疾 病 予 防 、糖

尿 病 の 重 症 化 予 防 を 中 心 と し て 保 健 事 業 を 展 開 す る 。  

こ れ ら の 事 業 は 、糖 尿 病 を 始 め と し た 生 活 習 慣 病 の 予 防 及 び 重 症 化 予 防

の 観 点 か ら 、新 庄 村 国 保 診 療 所 と 連 携 し て 実 施 す る 。 ま た 、単 年 度 で 行 う

が 、各 事 業 の 実 施 状 況 や 目 標 の 達 成 状 況 な ど を 勘 案 し な が ら 、毎 年 見 直 し

を 行 う も の と す る 。な お 、全 て の 事 業 を 通 し て 小 規 模 国 保 の 利 点 を 活 か し

て 地 域 独 特 の 取 組 や 、個 人 の 特 性 に 応 じ た ア プ ロ ー チ を 関 係 機 関・団 体 等

と 協 力 し な が ら 継 続 し て 行 っ て い く こ と と す る 。  

 

①  特 定 健 康 診 査 ・ 特 定 保 健 指 導   

現 状 と 課 題  ・ 特 定 健 診 の 結 果 か ら 明 ら か な よ う に 、 男 女 共 に メ タ ボ 該 当

者 の 割 合 や 、 H b A 1 c≧ 5 . 6 の 人 の 割 合 が 国 と 比 較 し て 多 い 。

し か し 外 来 レ セ プ ト の 数 で は 糖 尿 病 、 高 血 圧 症 、 脂 質 異 常 症

な ど が 年 々 減 っ て お り 、 一 人 当 た り 医 療 費 は 上 が っ て い る こ

と か ら 、 重 症 化 が 懸 念 さ れ る 。 疾 病 の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 を

行 う こ と が 必 要 で あ り 、 特 定 健 診 の 受 診 率 向 上 を 図 る こ と が

必 要 で あ る 。  

・ 特 定 健 診 の 受 診 率 が 年 々 低 下 し て き て お り 、 高 齢 化 率 は 上

昇 す る こ と か ら 今 後 益 々 受 診 率 が 低 く な る こ と が 見 込 ま れ

る 。 特 に 4 0～ 5 4 歳 の 若 年 層 に お け る 受 診 率 は 、 村 全 体 の 受

診 率 よ り 低 く な っ て お り 、 若 い 世 代 へ の 特 定 健 診 へ の 意 識 付

け が 必 要 と な っ て い る 。  

・ 特 定 健 診 の 質 問 票 か ら 、「 生 活 習 慣 改 善 意 欲 無 し 」「 保 健 指

導 の 利 用 希 望 し な い 」 と 答 え た 人 が 男 女 と も に 多 く 、 特 定 健

診 は 受 け る が 、 生 活 習 慣 の 改 善 に は 結 び つ い て い な い と い う

傾 向 が あ る 。 そ の た め 、 村 民 に 健 診 結 果 を 周 知 す る だ け で な

く 、 特 定 保 健 指 導 の 重 要 性 を 周 知 し た り 、 生 活 習 慣 病 の 予 防

に つ い て 注 意 喚 起 し た り し て い く 必 要 が あ る 。 そ の た め に 、

地 区 の リ ー ダ ー 的 存 在 で あ る 愛 育 委 員 、 栄 養 委 員 と 連 携 し な

が ら 、 対 象 者 の 傾 向 に 合 わ せ た 啓 発 や 受 診 勧 奨 を 行 う 体 制 づ

く り の 継 続 が 必 要 で あ る 。  

対  策  ① 特 定 健 診 未 受 診 者 対 策  

4 0～ 5 0 歳 代 の 未 受 診 者 に 対 し て 、文 書 に よ る 通 知 や 電 話 、訪

問 な ど に よ り 受 診 勧 奨 を 行 う 。  

② 愛 育 ・ 栄 養 委 員 を 通 じ た 啓 発 活 動  

愛 育 委 員 や 栄 養 委 員 の 協 力 を 得 て 、 住 民 に 特 定 健 診 ・ 特 定 保

健 指 導 の 重 要 性 に つ い て の 啓 発 活 動 を 行 う 。  

ア ） 愛 育 委 員 ・ 栄 養 委 員 に K D B シ ス テ ム を 活 用 し た 新 庄 村 の

疾 病 傾 向 や 特 定 健 診 ・ 特 定 保 健 指 導 の 重 要 性 に つ い て 周 知 す

る 。（ 年 に １ 回 ）  

イ ） 特 定 健 診 ・ 特 定 保 健 指 導 に つ い て の パ ン フ レ ッ ト を 愛 育 委

員 と 連 携 し て 全 戸 配 布 す る 。  
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評 価 指 標  ○ 特 定 健 診 受 診 率  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

４ ３ ％  ４ ４ ％  ４ ５ ％  

○ 特 定 保 健 指 導 利 用 率  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

３ ０ ％  ３ ２ ． ５ ％  ３ ５ ％  

○ 愛 育 委 員 ・ 栄 養 委 員 へ の 情 報 提 供  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

２ 回 ／ ３ ０ 人  ２ 回 ／ ３ ５ 人  ２ 回 ／ ４ ０ 人  

○ パ ン フ レ ッ ト の 配 布  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

１ 回  １ 回  １ 回  

○ 「 生 活 習 慣 改 善 意 欲 な し 」 の 割 合 （標 準 化 比 （国 ＝1 0 0 ） ）  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

１ ２ ０  １ １ ０  １ ０ ０ 以 下  

○ 「 保 健 指 導 利 用 希 望 な し 」 の 割 合 （標 準 化 比 （国 ＝1 0 0 ） ）  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

１ ０ ０ 以 下  １ ０ ０ 以 下  １ ０ ０ 以 下  
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② 生 活 習 慣 改 善 の 取 組  

現 状 と 課 題  ・ 死 因 別 Ｓ Ｍ Ｒ で は 、 男 女 と も 急 性 心 筋 梗 塞 で の 死 亡 率 が 突

出 し て 高 い こ と が わ か る 。 こ の よ う な 村 の 特 性 を ふ ま え る

と 、 今 後 の 保 健 事 業 対 策 と し て 、 循 環 器 系 の 疾 病 予 防 に 力 を

入 れ る こ と 、 特 に 血 管 の 動 脈 硬 化 対 策 と し て 、 減 塩 指 導 、 肥

満 対 策 、 運 動 習 慣 の 定 着 な ど の 推 進 を 継 続 し て い く と と も

に 、 禁 煙 対 策 ・ 脂 質 異 常 症 へ の ア プ ロ ー チ も 行 っ て い く 必 要

が あ る 。  

・ 新 庄 村 の こ れ ま で の 取 り 組 み と し て は 、 毎 年 、 栄 養 委 員 の

協 力 の も と み そ 汁 の 塩 分 濃 度 測 定 を 行 い 、 結 果 を 村 広 報 誌 に

掲 載 し て 減 塩 を 呼 び か け て き た 。そ の 結 果 、経 年 的 に 見 て「 非

常 に 辛 い 」「 辛 い 」 の 割 合 が 減 少 し て き た 。 し か し 近 年 「 辛

い 」 の 割 合 が ま た 増 え て き て お り 、 毎 年 計 測 す る と い う こ と

は 根 付 い た が 、 減 塩 の 意 識 は 薄 れ て き た こ と が 考 え ら れ る 。

ま た 年 １ 回 村 民 を 対 象 に 減 塩 料 理 教 室 を 実 施 し 、 高 血 圧 の 知

識 と 減 塩 の 技 術 を 普 及 し て き た 。 し か し こ こ 数 年 は 毎 年 の 実

施 が で き て お ら ず 、 改 め て 事 業 の 重 要 性 の 周 知 と 参 加 の 呼 び

掛 け を 行 っ て い く 必 要 が あ る 。  

・ 平 成 2 6 年 度 か ら ス マ ー ト ト レ ー ニ ン グ 教 室 を 立 ち 上 げ 、

運 動 を 中 心 と し た 健 康 づ く り を 行 っ て い る が 、 こ れ ま で の 取

組 の 結 果 、 体 力 年 齢 が 良 化 し て い る と い う 結 果 が 出 て い る 。

参 加 者 の 固 定 化 が 課 題 と な っ て い る が 、 村 の 数 少 な い 健 康 づ

く り 事 業 と し て 、 肥 満 対 策 や 運 動 習 慣 の 定 着 の た め の 場 と し

て の 活 用 を 促 進 し て い く 。 そ の た め 、 周 知 活 動 を 今 後 も 積 極

的 に 行 っ て い く こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 現 在 の 参 加 者 に 対 す

る 国 保 加 入 者 の 割 合 は 2 2 . 7％ で あ る が 年 々 低 下 し て き て お

り 、 さ ら に 国 保 加 入 者 が 参 加 し や す い よ う 工 夫 を 行 っ て い く

必 要 が あ る 。  

対   策  国 保 加 入 者 に 限 ら ず 若 年 層 や 子 育 て 世 代 も 含 め た 幅 広 い

世 代 が 循 環 器 系 疾 患 等 の 生 活 習 慣 病 予 防 の 重 要 性 を 理 解 し 、

自 身 の 健 康 状 態 を 振 り 返 り 必 要 な 健 康 づ く り の 取 組 を 継 続

で き る よ う 、 村 民 全 体 を 対 象 に し た 取 組 を 実 施 す る 。  

①  高 血 圧 予 防 の た め の 減 塩 対 策  

ア ） み そ 汁 塩 分 濃 度 測 定  

・ 毎 年 、 栄 養 改 善 協 議 会 の 事 業 の 一 環 と し て 、 全 世 帯 を 対 象

に み そ 汁 塩 分 濃 度 測 定 を 実 施 し 、 結 果 を 村 の 広 報 誌 に 掲 載 す

る 。 ま た 、 栄 養 委 員 に 減 塩 に つ い て の 情 報 提 供 を 毎 年 行 い 、

自 ら 課 題 意 識 を 持 っ て 村 民 へ の 普 及 ・ 啓 発 活 動 が 行 え る よ う

支 援 を 行 う 。  

イ ） 減 塩 料 理 教 室  

・ 村 民 を 対 象 に 減 塩 料 理 教 室 を 実 施 し 、 高 血 圧 の 知 識 と 減 塩

の 技 術 を 普 及 す る 。  

② ス マ ― ト ト レ ニ ー ン グ 教 室 を 開 催 し 、 国 保 の 新 規 加 入 時 に
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教 室 に つ い て 周 知 す る な ど 、国 保 加 入 者 が ス ム ー ズ に 利 用 で き

る よ う に 工 夫 を 行 う 。  

③ 広 報 誌 等 で 教 室 事 業 や 正 し い 知 識 の 普 及 （ 禁 煙 対 策 ・ 脂 質

異 常 症 に つ い て ）  

評 価 指 標  ○ み そ 汁 の 塩 分 測 定 （「 非 常 に 辛 い 」「 辛 い 」「 少 し 辛 い 」 の

割 合 ）  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

１ ５ ％  １ ０ ％  ５ ％  

○ 減 塩 料 理 教 室 （ 参 加 人 数 ）  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

３ ５ 人 以 上  ３ ５ 人 以 上  ３ ５ 人 以 上  

○ ス マ ー ト ト レ ー ニ ン グ 教 室 （ 新 規 参 加 者 数 ）  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

６ 人 以 上  ６ 人 以 上  ６ 人 以 上  
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③ 糖 尿 病 重 症 化 予 防  

現 状 と 課 題  新 庄 村 で は 透 析 が 必 要 な 人 が 一 人 で も 増 え る と 、 全 体 の 医

療 費 に 占 め る 割 合 が 大 き く な る た め 、 腎 臓 病 の 重 症 化 予 防 に

は 注 力 す る 必 要 が あ る 。 疾 病 の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 を 行 う こ

と が 必 要 で あ り 、 未 治 療 者 や 中 断 者 が 適 切 に 必 要 な 治 療 を 受

け る こ と が で き る よ う 、 村 診 療 所 と 連 携 し 相 談 や 指 導 の 体 制

を 整 え て い く 必 要 が あ る 。  

対   策  ①  国 保 診 療 所 と 連 携 し た 糖 尿 病 性 腎 症 重 症 化 予 防  

ア ） 国 保 診 療 所 と 連 携 し た 受 診 勧 奨 ・ 保 健 指 導  

・特 定 健 診 受 診 者 の う ち 、「 糖 尿 病 あ り 」（ K D B シ ス テ ム で 、空

腹 時 血 糖 1 2 6 m g / d l 以 上 ま た は H b A 1 c 6 . 5 %以 上 ま た は 当 年 度 に

２ 型 糖 尿 病 に 該 当 す る レ セ プ ト が 発 生 し た 人 ） と な っ た 人 で 、

糖 尿 病 治 療 な し の 人 を 抽 出 し て 受 診 指 導 を 行 う 。  

・ 特 定 健 診 未 受 診 者 の う ち 、 過 去 の レ セ プ ト に 糖 尿 病 名 あ る い

は 糖 尿 病 性 腎 症 名 が あ る 治 療 中 断 者 を 抽 出 し 、診 療 所 と 連 携 し

て 医 療 に つ な げ る （ 受 診 勧 奨 や 保 健 指 導 等 を 実 施 す る ）。  

イ ） 会 議 （ 意 見 交 換 会 ）（ 年 １ 回 以 上 ）  

・ 村 民 の 疾 病 傾 向 等 の 分 析 結 果 や 国 保 診 療 所 で 感 じ て い る 課 題

等 を 共 有 し 、糖 尿 病 を 始 め と し た 生 活 習 慣 病 の 治 療 や 重 症 化 予

防 の た め の 取 組 を 検 討 し 実 施 す る 。  

評 価 指 標  ○ 受 診 に つ な が っ た 人 数  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

２ 人 以 上  ２ 人 以 上  ２ 人 以 上  

 

○ 会 議 の 回 数  

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

１ 回 以 上  １ 回 以 上  １ 回 以 上  
 

 


